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参考数量書に対する質疑回答書 

 

 

 工事名称：鹿児島大学（桜ヶ丘）基幹・環境整備（エネルギセンター新営等）工事 

番号 図番 質  疑  事  項 回  答 
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P18、P25 

A-012、A-013 

 

 

 

 

P18、P25 

 

 

 

 

 

P26 

 

 

 

 

 

 

A-004、A-018 

 

 

 

 

 

特-003 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計見積協力業者ございましたらご教示

願います。 

 

 

13.金属（2）内部、17.内外装（1）内部 

参考数量書には壁付梁型・天井梁型にグ

ラスウールボード張りがありますが、図

面の矩計図（1）、（2）には記載があり

ません。どちらが正でしょうか。 

 

13.金属（2）内部、17.内外装（1）内部 

天井インサートは、鉄骨面は吊元金具を

使用しますが、デッキ面はあと施工アン

カーの施工と考えてよろしいでしょう

か。 

 

18.ユニットおよびその他（2）内部  

鋼製床の仕上げがビニル床シートになっ

ていますが、鋼製床・木質系の床下地共

に、捨て貼り（ベニヤｔ＝12.0 以上）が

必要です。明細に追加変更してもよろし

いでしょうか。 

 

外部仕上表(A-004)、ハト小屋に乾式保護

板ｔ15 の記載がありますが、部分詳細図

(A-018)には乾式保護板の記載がありませ

ん。「無」で考えてよろしいでしょう

か。 

 

19 内装工事 断熱材 

断熱材現場発泡工法、施工箇所図示によ

ると記載がありますが、明確ではない

為、参考数量と大幅に相違があります。

施工範囲を図示していただけないでしょ

うか。 

 

 

 

 

 

 

 

設計見積業者は公表しておりませんが、一部製

品等に関する製造所については特記仕様書

（4）を参照ください。 

 

参考数量が正となります。また、質疑回答別図

（1）～（3）をご参照ください。 

 

 

 

 

デッキ面は天井インサート（プレスインタイ

プ）を想定しています。 

 

 

 

 

よろしいです。参考資料（参考数量書）【訂正

版】をご参照ください。 

 

 

 

 

 

ハト小屋に乾式保護板は必要です。また、質疑

回答別図（4）をご参照ください。 

 

 

 

 

図面番号 A-022 の壁符号 GL1・GL2 の範囲および

図面番号 A-18 の A-8～A-10 の断熱補強の範囲と

なります。加えて、質疑回答別図（5）～（6）

をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



△設計GL(TP 72.4)

▽1FL

▽2FL

▽最高高さ

▽RFL（水上）

△RFL（水下）

△基礎下端

▽パラペット天端

既設共同溝

104
消火ボンベ室

EPS(1)

106
廊下

105
玄関

X1 X2 X3 X7 X8

≒

X8aX6

204
廊下

212
HWC

211
WC(男)

204
廊下

214
倉庫

101
発電機室

103
機械室

設備基礎1-8 設備基礎1-8

アルミ庇

202
電気室(高圧･所内)

ピット ピット

鋼製床 H=660OAF H=100

VPφ60

軒樋 W=200 H=130
M130WN

屋根保護防水密着断熱工法（AI-1)
Cこて

防水層

押えコンクリート t80
断熱材 t35

C面 B種+FT

C面 B種+FT

屋上タラップ

土間コンクリート t150
捨てコンクリート t50

砕石 t60

ポリスチレンフォ－ム保温材 t25

止水板150×5(塩ビ製 フラット形)
設備基礎P-1

コンクリートスラブ t200
ポリスチレンフォーム t25

ポリエチレンフィルム t0.15

捨てコンクリート t50
砕石 t60

設備基礎2-9

化粧グラスウールボード張り t25
下地LGS19型 @300

化粧グラスウールボード張り t25
下地LGS19型 @300

メンテナンスデッキ

メンテナンスデッキ C面 防塵塗料仕上げ

Cこて 防塵塗料仕上げ Cこて 防塵塗料仕上げ

C面

化粧グラスウールボード張り t25
下地LGS19型 @300

C面+EP-G塗装仕上げ

C面+EP-G塗装仕上げ

C面+EP-G塗装仕上げ

GL2+EP-G塗装

GL2+EP-G塗装

C面

C面 B種+FT

C面

設備基礎P-1

化粧グラスウールボード張り t25

化粧グラスウールボード張り t25

化粧グラスウールボード張り t25

鹿児島大学施設部
鹿児島大学(桜ヶ丘)基幹・環境整備（エネルギーセンター新営等）工事

A

工事名

図面名

縮尺

年度

図面番号

012

矩計図（１）

A1:1/50

R7

A3:1/100

質疑回答別図（1）
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△設計GL(TP 72.4)

▽1FL

▽2FL

▽RFL（水上）

△RFL（水下）

△基礎下端

▽パラペット天端

X1 X2 X3 X4 X5 X6

201
電気室（特別高圧）

101
発電機室

102
機械室

設備基礎(将来用) 設備基礎2-4
設備基礎2-5

設備基礎1-1 設備基礎1-1 設備基礎1-1設備基礎1-2

キャットウォーク

ピット ピット

屋根保護防水密着断熱工法（AI-1)
Cこて

防水層

押えコンクリート t80
断熱材 t35

土間コンクリート t150
捨てコンクリート t50

砕石 t60

ポリスチレンフォ－ム保温材 t25

止水板150×5(塩ビ製 フラット形)
コンクリートスラブ t200

ポリスチレンフォーム t25
ポリエチレンフィルム t0.15

捨てコンクリート t50

砕石 t60

C面 B種+FT

化粧グラスウールボード張り t25
下地LGS19型 @300

Cこて 防塵塗料仕上げ

化粧グラスウールボード張り t25
下地LGS19型 @300

GL2+EP-G塗装

地中外壁用防振材

C面 B種+FT

C面

化粧グラスウールボード張り t25

化粧グラスウールボード張り t25

鹿児島大学施設部
鹿児島大学(桜ヶ丘)基幹・環境整備（エネルギーセンター新営等）工事
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工事名

図面名

縮尺

年度

図面番号

013

矩計図（２） R7

A1:1/50
A3:1/100

質疑回答別図（2）
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△設計GL(TP 72.4)

▽1FL

▽2FL

▽RFL（水上）

△RFL（水下）

△基礎下端

▽パラペット天端

Y1 Y2 Y3

キャットウォーク

コンクリート打放し＋
ウレタン系塗膜防水

アルミ水切り

フィルターユニット
（機械設備）

1

4.1

設備基礎1-6 設備基礎1-4

ピット ピット

101
発電機室

201
電気室（高圧･所内）

設備基礎2-10 設備基礎2-9 設備基礎2-8
設備基礎2-4

1
80

1
80

止水板150×5(塩ビ製 フラット形)

屋根保護防水密着断熱工法（AI-1)
Cこて

防水層

押えコンクリート t80
断熱材 t35

C面

土間コンクリート t150
捨てコンクリート t50

砕石 t60

ポリスチレンフォ－ム保温材 t25

設備基礎1-5A 設備基礎1-1

止水板150×5(塩ビ製 フラット形)

設備基礎2-7

設備基礎2-1

コンクリートスラブ t200
ポリスチレンフォーム t25

ポリエチレンフィルム t0.15

捨てコンクリート t50
砕石 t60

ECP t60 + FT

ECP t60 + FT

C面 B種+FT

C面 B種+FT

C面 B種+FT

化粧グラスウールボード張り t25

下地LGS19型 @300

Cこて 防塵塗料仕上げ

化粧グラスウールボード張り t25
下地LGS19型 @300

GL2+EP-G塗装

GL2+EP-G塗装

配管ピット H400

コンクリート打放し

C面 B種+FT

C面

化粧グラスウールボード張り t25

化粧グラスウールボード張り t25

鹿児島大学施設部
鹿児島大学(桜ヶ丘)基幹・環境整備（エネルギーセンター新営等）工事

A

工事名

図面名

縮尺

年度

図面番号

014

矩計図（３） R7

A1:1/50
A3:1/100

質疑回答別図（3）
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名称 箇所数
基礎寸法

設備基礎R-2

設備基礎R-3

設備基礎R-4

設備基礎R-5

設備基礎R-6

600

500

1000

500

600

2500

800

4500

600

600

4

2

4

設備基礎R-1

600

W HD

32

設備基礎R-7

設備基礎R-8

500

800

600

1100

800

600

600

600

500

12

26

600 600 600 60

2

850

部分詳細図(1)（外部）

鹿児島大学施設部

縮尺

年度

図面番号工事名

図面名
R7

図示
A

鹿児島大学(桜ヶ丘)基幹・環境整備（エネルギーセンター新営等）工事
018

A-1

A-4 A-5 A-6

A-2 A-3 断熱補強範囲A-7 A-8

A-9 A-10 A-11

アルミ庇　詳細図A-12 A-13

樋受けタイル 詳細図

1/10、1/50（A3 1/20、1/100）

No scale

1/20（A3 1/40）1/20（A3 1/40） 1/5（A3 1/10）

1/5（A3 1/10）

1/20（A3 1/40）

1/10（A3 1/20）1/10（A3 1/20）

1/10（A3 1/20） 1/10（A3 1/20） 1/10（A3 1/20）

1/10（A3 1/20）

第１雨水桝 詳細図

屋上配管取出し口（ハト小屋）  詳細図

構造スリット 詳細図

丸環 （リング無し）  詳細図オーバーフロー管  詳細図RD 保護防水　横引  詳細図

パラペット立上り 屋上取合い

屋上機械基礎（躯体立上げ） 詳細図 ひび割れ誘発目地・打ち継ぎ目地 詳細図

1/20（A3 1/40）A-14 手摺（1）詳細図

1/15（A3 1/30）A-15 屋上階段・メンテナンス階段 詳細図
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☆
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Ａ．打ち放し系仕上

柱型

シールまたは貧調合モルタル（直仕上等の場合）

打増し（15）

室内側および内壁

スリット支持材

養生管（発泡ポリエチレン）
耐火材（ロックウール等：耐火壁の場合）

振れ止め筋（構造図による）

発泡ポリスチレンまたは硬質ウレタンフォーム

打増し（20）

弾性シーリング

塩ビ補助材
ブチルゴム

外部側

梁のレベル、または平面位置を調整する。

☆ 梁筋とスリット材との間隔（カブリ）を、30以上確保するよう

水平スリット:段差型（外壁） 水平スリット:フラット型（室内間仕切り壁等）

弾性シーリング

打増し（20）

発泡ポリエチレン（塩ビ補助材）

養生管（発泡ポリエチレン）

打増し（15）

発泡ポリエチレン

ブチルゴム

振れ止め筋（構造図による）

耐火材（ロックウール等：耐火壁の場合）

耐火材（ロックウール等：耐火壁の場合）

発泡ポリエチレン

ブチルゴム

振れ止め筋（構造図による）

養生管（発泡ポリエチレン）

打増し（15）

鉛直スリット

※ 梁配筋の納まりにより梁レベルを下げる場合が生ずるので、構造設計と協議の上階高等を調整のこと。

※ スリットに要求される諸性能は、特記仕様書による。

☆ 打増し寸法および目地深さ　一覧表

外周壁

室内側外部側

20/20

20/20

15/15

0/15非耐力壁

耐力壁

打増し／目地深さ
両面ボード張直仕上

内壁（間仕切り壁）

15/15

0/15

0/0

0/0

◆ ひび割れ誘発材：異形鉄筋等（構造図による）

シールまたは貧調合モルタル

打増し（15）(耐力壁の場合のみ）

垂直目地

内部側

外部側

打増し（20）

弾性シーリング

打増し（15）
（耐力壁の場合のみ）

◇ 片面のみ直仕上げ(片面ボード張り)の場合は、両面とも直仕上とみなす。

☆ 目地間隔

☆ 弾性シーリング：変性シリコーン系

垂直目地は3ｍ以内ごと、柱面から柱内法寸法の1/4以内の
位置、開口部の両端上下、および入り隅部分に設ける。
柱・梁または目地に囲まれた壁面１枚あたりの見付面積は、
15㎡以下とする。

RC-40

VP125φ

既製排水溜桝　360型

既製排水溜桝用補助桝　360型 支柱：FB-12ｘ50 ＠900

カンヌキ：南京錠
ステンレス丁番
フランス落し

手摺子：丸鋼φ13 ＠110

笠木：FB-9x38 笠木：FB-9x38 

手摺子：丸鋼φ13 ＠110

横桟：FB-9x50

SUSボルト 2-M16

ステンレス丁番 L=150

FB-12ｘ50 FB-12ｘ50

丸鋼φ13

PL-4.5

かんぬき φ19

南京錠（別途）

PL-4.5

PL-4.5

穴あけ φ12

PL-4.5

FB-12ｘ50

FB-12ｘ50

溶接

第１雨水桝：コンクリ－ト二次製品 360型

弾性シーリング
打増し（20）

☆ 弾性シーリング　：　耐久性区分9030（変性シリコーン系またはポリサルファイド系）とする。

☆ 詳細納まりについてはメーカー仕様による。

☆ 耐火目地については耐火認定品とする

＊：柱型断面欠損を考慮した最小寸法とする

※ 取付け位置は、ひび割れ誘発目地に合わせる。

アルミ60.2φ（防鳥網付）

外部側

シーリング

☆ 外周防水立上りより高くすること

断熱補強

伸縮目地

オーバーフロー管:

素地

水切り
扉：600x600

素地

断熱補強（W+両側450)

※ 特記なき限り H2=1,500とする。

※ 外周防水立上りより高くすること

コンクリート
金ごて押え

コンクリート金ごて押えの上
ウレタン塗膜防水(X-2)

H型ﾚｰﾙ+ﾚｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ

※ L＝断熱補強範囲

φ60ソケット

落とし口：塩ビ製φ60.3

FB-12ｘ50

※ WxLは壁開口リストによる。

50φ穴

丸環 SUS

型枠仮止用ナット

※ 取付け位置は、ひび割れ誘発目地から300㎜以上離す。

コンクリート金ごて押えの上
ウレタン塗膜防水(X-2)
(下面水切まで)

φ60たてどい

M10アンカー

2.5°

(平面図　1/50)(断面図　1/10)

支柱：FB-12ｘ50 ＠900

※鉄部は溶融亜鉛メッキ処理とする。

(断面) (扉)

水平目地

ガルバリウム鋼板t=1.0＋
硬質木片セメント板

コンクリート蓋

※ 1ヶ所/1スパンに設置とする。

鋳鉄製RD 横引型

伸縮目地

シーリング

屋上基礎等

配管取出し口等

壁断熱材

床仕上材

（ピット）

スラブ下及び外周梁側面　断熱材施工

断面図

断熱補強が必要な部分

壁断熱材

（屋上廻り）(内部）

(内部） （中間階廻り）

（断熱補強範囲）

(外部）

(間仕切り壁)

(内部）(内部）

(柱)

平面図

☆ 断熱補強範囲：Ｌ=450

☆ 断熱補強部の断熱材必要厚さ

・押出し法ポリスチレンフォーム t30

・現場発泡ポリウレタンフォーム t25

(スラブ下、土間下)

(外壁)

L-75x75x6

床ﾌﾚｰﾑ：L-50x50x6

あと施工アンカーM12

支柱：L-50x50x6

床ﾌﾚｰﾑ：L-50x50x6

床板：CPL-3.2

アジャスト脚 M12 4箇所

あと施工アンカーM12

床板：CPL-3.2

伸縮目地

平面図

断面図
緩衝材

緩衝材

樋受けタイル 300x300

伸縮目地

(下面水切まで)
ウレタン塗膜防水(X-2)

伸縮目地切・シーリングの上
アゴ天端:コンクリート金ごて押え

防水層
立上り 防水層

押えコンクリート t80
断熱材 t35

乾式保護板t15 押さえ金物：アルミL-40×10

防水層立上り

シーリング

シーリング

ゴムアスファルト系シール

ウレタン塗膜防水(X-2)

押さえ金物 アルミL-40×10

乾式保護板t15

乾式保護板t15 乾式保護板t15

質疑回答別図（4）
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CH=直天

104
EPS

発電機室
101

CH=直天
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A

A

A

A
A

A

A

A

A

A

A

A
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A A

A
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機械室

CH=直天

102

機械室

CH=直天

103

A

A

A
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A

A

A

A

A
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A
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A

廊下

CH=2900

106

B
CH=2900

105

B

H H H H

H

H

H

H

H

H

H

A

F
F F F

A

CH=直天

階段

G

G

G

G

EV

H H

H

H

玄関
アルミ庇

A

I

I

記号 仕　上

天　井　仕　上　凡　例　表

B GB-D

E FK

C DR

躯体現し

G C面 EP-G

A

F

A:建築、E:電気設備、M:機械設備

カーテンレール（天井直付）

ブラインド・カーテン・暗幕BOX

天井点検口　450x450

備考

B-

C

C.PL-4.5H

I コンクリート打放しB種+FT

特記なき梁型は  　とする。F

A

A

A

A
A A

A A

A A

A

A

A

A

A

A

A A

化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張り t25
下地LGS 19型＠300

D (欠番)

J 化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張り t25

J JJJ

J

J

J

J

J

J

J

J

J
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J JJ
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J J
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JJJ
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鹿児島大学施設部

工事名

図面名

縮尺 図面番号

年度

鹿児島大学(桜ヶ丘)基幹・環境整備（エネルギーセンター新営等）工事

1階天井伏図
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M M

M

M
E E

E

E

E E

E

中央監視室

CH=2700

E

M

E E

E

M

M

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

電気室(高圧･所内)
202

CH=直天

電気室(特別高圧)

CH=直天

201

A

A

A

A

A

A

A

A A

A A

A F F
EPS

CH=直天

PS

CH=直天

F

F

F

F

F

CH=2700

203

C

B

B

B-1 B-1 B-1B-1

B-1B-1B-1

M

M

M

M

CH=2500
倉庫
214

洗濯室
209

CH=2700

廊下
204

B

CC

E

E

E

CH=2500
更衣室
208

B

階段

G

G

G

EV

B B

仮眠室１
205

CH=2500

206
仮眠室２
CH=2500

E

207
更衣室
CH=2500

B

US

H H

H

H

I I

I I

I

I I I I I

I

II

I

I

記号 仕　上

天　井　仕　上　凡　例　表

B GB-D

E FK

C DR

躯体現し

G C面 EP-G

A
化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張り t25
下地LGS 19型＠300

F

A:建築、E:電気設備、M:機械設備

カーテンレール（天井直付）

ブラインド・カーテン・暗幕BOX

天井点検口　450x450

備考

B-

C

C.PL-4.5H

I コンクリート打放しB種+FT

特記なき梁型は  　とする。F

CH=2500
給湯室
213 B

E

M
WC(男)
CH=2500

211

M

EE

E

CH=2500
HWC
212

G CH=2500
制御弁室

215

B

A AA
A A

A

A

A

D (欠番)

J 化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張り t25

J J J

JJ J J
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J J J

J

J

J J J J
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J J

J J J

J J

J J

J J
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J J J
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300*300
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800*625
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600*1000

300*300

200*200
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600*1000

200*200

200*200

鹿児島大学施設部

工事名

図面名

縮尺 図面番号

年度

鹿児島大学(桜ヶ丘)基幹・環境整備（エネルギーセンター新営等）工事
A

R7

A1:1/100
A3:1/200

2階天井伏図
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参考資料（参考数量書） （細目内訳）

単位 単位名 称 摘 要 数　量 名 称 摘 要 数　量

　変　更　前 変　更　後
数量
増減

計 計

18. ユニットおよびその他 18. ユニットおよびその他

（1） 外部 （1） 外部

第一雨水桝
ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品 360型 ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋付
溜桝+溜桝用補助桝 RC-40共

9 か所 第一雨水桝
ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品 360型 ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋付
溜桝+溜桝用補助桝 RC-40共

9 か所

煙突
φ1324～1112 H30984 2本
断熱ｷｬｽﾀﾌﾞﾙ仕様 煙突本体避雷導線

1 式 煙突
φ1324～1112 H30984 2本
断熱ｷｬｽﾀﾌﾞﾙ仕様 煙突本体避雷導線

1 式

計 計

（2） 内部 （2） 内部

ＯＡフロアユニット 支柱工法 H100 3000N 耐震性能1.0G 176 ｍ2 ＯＡフロアユニット 支柱工法 H100 3000N   耐震性能1.0G 176 ｍ2

鋼製床
H660
根太鋼:30x45xt1.2 @300

48.9 ｍ2 鋼製床
H660
根太鋼:30x45xt1.2 @300

48.9 ｍ2

大引鋼:50x60xt1.6 @900
支持脚:ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ用 @900

大引鋼:50x60xt1.6 @900
支持脚:ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ用 @900
床下地： 厚12 ﾗﾜﾝⅠ類

ライニング面台 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t25 W200 4.4 ｍ ライニング面台 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t25 W200 4.4 ｍ

ライニング面台
ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t25 W250
下地耐水合板 厚12 ﾗﾜﾝⅠ類

1 ｍ ライニング面台
ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t25 W250
下地耐水合板 厚12 ﾗﾜﾝⅠ類

1 ｍ

 カーテンレール ｱﾙﾐ製 天井直付 ｺｰﾅｰ共 4 ｍ  カーテンレール ｱﾙﾐ製 天井直付 ｺｰﾅｰ共 4 ｍ

消火器スタンド 16 か所 消火器スタンド 16 か所

流し台
W1200×D500×H1900
天板:ｽﾃﾝﾚｽ 1槽ｼﾝｸ

1 か所 流し台
W1200×D500×H1900
天板:ｽﾃﾝﾚｽ 1槽ｼﾝｸ

1 か所

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ:ﾒﾗﾐﾝ化粧板
幕板共

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ:ﾒﾗﾐﾝ化粧板
幕板共

ユニッシャワー 800×1200 ﾊﾞﾘｱﾌｱﾘｰ仕様 1 か所 ユニッシャワー 800×1200 ﾊﾞﾘｱﾌｱﾘｰ仕様 1 か所

SK棚
W1900×D300
棚板:ﾎﾟﾘ合板t=20

1 か所 SK棚
W1900×D300
棚板:ﾎﾟﾘ合板t=20

1 か所

ｱﾙﾐ受ｱﾝｸﾞﾙ24×24×2共 ｱﾙﾐ受ｱﾝｸﾞﾙ24×24×2共

 A総合案内板
本体:ｱﾙﾐ複合板t=3.0 900×1250
出力ｼｰﾄ貼

1 か所  A総合案内板
本体:ｱﾙﾐ複合板t=3.0 900×1250
出力ｼｰﾄ貼

1 か所

 B各階案内板
本体:ｱﾙﾐ複合板t=3.0 700×700
出力ｼｰﾄ貼

1 か所  B各階案内板
本体:ｱﾙﾐ複合板t=3.0 700×700
出力ｼｰﾄ貼

1 か所

 C階数表示 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ貼 H=150 2 か所  C階数表示 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ貼 H=150 2 か所

 D踊り場階数表示 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ貼 H=300 5 か所  D踊り場階数表示 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ貼 H=300 5 か所

 EEV階数表示 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ貼 H=150 2 か所  EEV階数表示 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ貼 H=150 2 か所

 Fﾄｲﾚ表示(側面付 突出ﾀｲﾌﾟ)
基盤:ｱｸﾘﾙ両面ﾏｯﾄP t=5.0 180×180
CSｼｰﾄ貼 ｽﾁｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ加工 焼付塗装

1 か所  Fﾄｲﾚ表示(側面付 突出ﾀｲﾌﾟ)
基盤:ｱｸﾘﾙ両面ﾏｯﾄP t=5.0 180×180
CSｼｰﾄ貼 ｽﾁｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ加工 焼付塗装

1 か所

 Gﾋﾟｸﾄｻｲﾝ ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ貼 H=150･52･90 1 か所  Gﾋﾟｸﾄｻｲﾝ ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ貼 H=150･52･90 1 か所

 H室名ｻｲﾝ ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ貼 H=50 28 か所  H室名ｻｲﾝ ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｼｰﾄ貼 H=50 28 か所

計 計

鹿　児　島　大　学 26

【訂正版】

朱書きは変更箇所を示す
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